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今月のおもな記事

。朝日町議会議員

選挙行われる…… 2

。北陸自動車道路線

朝日～上越聞きまる…… 2

鹿Rftl
。優良保健衛生活動表彰… 3

。パνーポールの集い…… 4
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民
家
を

だ
ず
ね
て

く痕葺石置屋根の長

的

llJ 

、

お
や
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

板
雷
き
の
上
に
石
を
の
せ
疋
家
ガ

側
壁
の
板
囲
い
も
琶
の
ま
ま
「

堂
々
と
大
手
そ
ひ
ろ
げ
て
立
っ
て
い
ろ
パ

く
り
や
に
煮
焚
き
弓
る
そ
だ
の
仲
が
、

家
中
に
立
ち
こ
め

屋
根
裏
を
伝
い

板
書
き
の
す
き
間
か
ら

ほ
の
ぼ
の
と
立
ち
の
ぼ
り

静
か
な
朝
も
や
の
中
に
棚
引
い
て
ゆ
’

そ
ん
な
光
景
を
思
い
出
さ
廿
る
ら
高
、心

崖
恨
の
家
ガ

曲
り
く
ね
つ
だ
古
い
山
街
道
h

A

つ
も
ど
っ
か
り
と
腰
を
す
え

往
還
を
な
ガ
め
て
い
る
。
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豊
か
な
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

朝
日
町
議
会
議
員
選
挙
行
わ
れ
る

8
月

6
日

（日
）
行
わ
れ
た
、
剖
朝
日
町

幽
園
会
組
員
選
挙
の
結
果
、
次
の
方
々
が
当

選
さ
れ
ま
し
た
。
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町
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会
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織
ぜ
ん

〈2
人〉

川

鹿

線

変

正

〈

殿

町

）

現

州

大

沢
龍
絵
（
凸
早
野
）
現

川
マ
録
集
協
同
組
合
の
推
せ
ん

（
2
人
）

一
個
人
が
、
保
健
衛
生
活
動
舷
進
幼
労
者
川川

藤

沢

彦

平

（上
積
尾
）
新

と
し
て
管
内
保
健
衛
生
協
会
長
必
修
を
受

H川

藤

印

清

↑
（
舟
川
新
）
新

け
ら
れ
ま
し
た
o

u

朝
日
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

川
V2
3
組
合
鎗
せ
ん

（水
島

文
子
会
長
）

州

昭
和
凶
十
六
年
に
協
議
会
鮎
成
以
米
婦
問
燃
や
町
の
巡
回
栄
養
指
将
棋
楽
に
積
極
的
州

人
会
と

一
一
体
と
な
っ
て
食
川
活
の
改
益
活
に
協
刀
す
る
な
ど
食
作
．
活
改
醤
辿
動
に
大
川

動
推
進
に
火
、む
な
業
制
を
あ
げ
、
さ
ら
に

さ
く
円
以
献
し
て
い
る

。

州

大

平

婦

人

会

〈根
建
智
恵
子
会
長
）

川

長
年
に
わ
た
り
大
平
地
区
の
衛
生
活
動

泌

総

の
下
水
消
抑
と
尚
川
、
企
．引
の
便
所
川

を
縫
進
し
特
に
段
魔
術
作
部
門
に
お
い
て
の
消
挺
活
動
を
継
続
災
絡
し
て
い
る
。
州

毎
年
四
月
か
ら
九
月
に
か
け
、
毎
月
二
川

南

茂

正

子

（桜

町
）

昭
和
四
十
八
年
に
朝
日
町
ほ
子
保
健
推
乳
幼
児
検
診
等
の
受
診
不
向
上
に
大
き
な

川

進
員
に
就
任
以
来
、
推
進
U
逮
絡
会
長
と
業
梢
を
あ
げ
ら
れ
た
。

川

し
て
献
身
的
に
母
子
保
健
活
動
に
以
内
、
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島
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山
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）
新

団

体

個

人

七
月
十
日
、
黒
部
市
民
会
館
で
開
催
さ

れ
た
第
十
五
回
出
席
部
保
健
所
符
内
保
健
衛

生
大
会
で
、
朝
日
町
か
ら
次
の
二
川
体、
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同

僚
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議

長
山

崎

秀

行

料

副
議
長

長
井
真
寿
美
さ
ん

60 42 

第
十
五
回
朝
日
町
鶴
岡
年
議
会
は
去
る
五

月
三
十
日
告
示
、
六
月
一

一十
八
日
選
挙
の

結
果
二
十
名
の
当
選
が
決
ま
り
、
七
月
二

十
五
日
午
後
八
時
よ
り
町
議
会
議
場
に
お

い
て
組
織
議
会
を
聞
き
ま
し
た
。

組
織
温調
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
開
会

式
で
は
、
舟
見
通
合
宵
団
長
の
侠
拶
、
中

川
町
長
、
大
野
富
山
県
高
同
年
聞
協
臓
会

長
、
大
村
連
合
青
年
間
O
B会
長
か
ら
の

激
励
が
あ
り
ま
し
た
。

組
織
議
会
で
は
、
沢
田
修
省
（
大
〉
を

仮
議
長
に
議
療
が
進
め
ら
れ
、

議
長
に
、

山
崎
秀
行
君

〈泊
）
、
副
議
長
に
長
井
真
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舟
奨
さ
ん
（
笹
）
を
選
川
し
、
会
期
を
じ

月
二
十
五
日
か
ら
十

一
月
．
一
ト
六
日
ま
で

の
百
二
十
五
日
聞
を
決
定
し
ま
し
た
。

ζ

の
あ
と
各
常
任
委
員
の
選
任
、
及
び
正
副

委
員
長
の
互
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

乙
の
後
、
中
川
町
長
か
ら

「
附
和
五
十

三
年
度
施
政
方
針
演
説
」
が
あ
り
、
ζ

れ

を
一
括
議
題
と
し
各
委
員
会
に
付
託
す
る

こ
と
で
組
織
議
会
を
終
え
ま
し
た
。
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介
文
雄
〈
大
）
沢
川
修
〈
↑
〈
）

山
崎

秀
行
〈
泊
）
氷
山
川
勝
広
〈
堤
）

水
ぬ
悦
策
（
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般
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会

。
竹

内

普
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（笹〉

O
伊
勝
央
官
（
泊
）

州
名
和
彦
（
山
）
付
け
H

M殴
〈
耐
）

坂
藤
亮
智
（
南
〉
良
介
氏
が
夫
（
笹
）

文
教
厚
生
寮
員
会

。
長
津
邦
明
（
山
）

追
分
敏
元
（
五）

勝
田
正
信
（
間
）

迫
分
美
智
代
〈
五
）

八

木

和

夫
（泊）

仁
級
公

一（
大
）

的

水

芳

明
〈
大
）
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昭
和
五
＋
四
年

八

…

歌
会
始
の
詠一
進
歌
詠
進

一

一

要
領
き
ま
る

一

日

附
和
五
十
四
年
窓
会
的
の
お

？

の
は

「
丘
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た

～

一

泳
叫
縫
製
舘
に
つ
い
て
く
わ
し
い
乙

…

仇
と
は
役
締
総
務
課
に
聞
い
合
か
せ
く

v

v
だ
さ
い
。

、

〈
”，、，
e．a
、．、，・，，
、，
e．a
、．、，・‘，、，
e．a
、．、，・．
，、，e、

宮
崎
城
跡
の
つ
つ
じ

せ
ん
定
奉
仕

泊
婦
人
会
園
芸
ク
ラ
ブ

毎
年
減
山
に
咲
き
ほ
ζ

る
朝
日
町
の
町

花

「
つ
つ
じ
」
が
花
と
緑
の
銀
行
副
取
小

川
依
一
氏
の
指
呼
と
れ
師
人
会
閣
去
ク
ラ

ブ
負
の
準
仕
活
動
で
き
れ
い
に
せ
ん
定
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
去
る
七
月
八
日
と
十

一
日
の
二

日
山
泊
婦
人
会
闘
芸
ク
ラ
ブ
員
二
十
五
れ

で
七
百
本
余
り
の
つ
つ
じ
に
郷
嶋
、
見
事

な
手
さ
ば
き
で
し
v．
派
に
せ
ん
忘
さ
れ
た
も

の
で
す
。

乙
の
園
芸
ク
ツ
プ
は
五
年
HMに
結
成
さ

れ
会
白
柑
立
の
税
叫
聞
を
深
め
る
と
と
も
に

地
波
の
花
い
っ
ぱ
い
辿
似
の
皆
及
に
市
川
航

中
で
す
。

八
写
真
は
宮
崎
減
三
の
丸
の
つ
つ
じ
を

せ
ん
定
す
る
泊
婦
人
会
同
去
ク
ラ
プ
問
問
V

S
F
奮

F
h
持
、

h

H
喝

、
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八
・写
山
只
は
山
中
村
円
校
さ
ん
V

を
迎
え

、
水
難
救
助
の

特
訓
行
わ
れ
る

体

育

指

導

委

員

万
一
の
水
燦
が
般
に
備
え
て
、
ド
新
川

市
内
の
体
育
指
呼
委
員
が
、
宮
崎
小
プ
l

w
で
、
お
ぼ
れ
た
人
の
紋
助
法
と
人
工
呼

脱
法
を川明
日
町
消
防
W
Hか
ら
指
持
を
受

け
ま
し
た
。

お
ぼ
れ
て
い
る
入
を
必
和
平
く
紋
助
し
、

安
全
に
迎
ぶ
万
法
0
・
、
マ
山
リ
ス
・
ツ
l
。

マ
ウ
ス
の
人
工
呼
脱
法
な
ど
を
庇
剣
に
判

っ
て
い
ま
し
た
ω

ボ
ク
も
う
泳
げ
る
よ
！

幼
児
と
燥
の
水
泳
教
室

幼
い
う
ち
に
水

に
慣

れ
、
少
し
で
も

泳
げ
る
よ
う
に
と
、
こ
の
ほ
ど
幼
児
と
親

の
水
泳
教
室
が
朝
日
町
教
育
察
員
会
の
主

俄
で
中
央
プ
l
w
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
ω二

十
組
の
定
員
を
上
川
る
一
一
－
十
組
の
親

子
は
、
水
遊
び
か
ら
徐
々
に
水
に
慣
れ、

水
が
怖
く
て
泣
き
べ
そ
を
か
い
て
い
た
幼

児
も
三
日
目
に
は
喜
ん
で
水
に
・
も
ぐ
る
な

ど
、
短
時
間
に
見
遊
え
る
ほ
ど
の
上
達
を

し
、
ま
た
、
規
た
ち
も
子
供
に
負
け
じ
、

と
然
心
に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

〈
写
真
は
幼
児
と
却
の
水
泳
教
室
V

‘‘， 
朝
日
町
児
童
ク
ラ
ブ

野

球

大

会

城
山
子
供
会
が
優
勝

川
川
口
町
児
誼
ク
ラ
ブ
胤
削
減
大
会
が
、
こ

の
ほ
ど
総
合
グ
ラ
ン
ド

で
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
L
l
四
ナ
l
ム
の
巡
手
た
ち
は
炎

天
に
も
れ
け
ず
広
い
グ
ツ
ン
ド
に
然
戦
を

、J

－一

号
一

aab
巴
ふ

JE－
一

‘

展
開
し
て
い
ま
し
た
。
成
制
次
の
と
お

函

E
E
hV
陰
安
？
除

r

り

、

強

唖

ヨ

ヘ

e

：活九
九

J

一
本

マ

決

勝

濯

威

ザ

一
脳
糠
側、
v

？
トア一
司

君
子
供
者
1
8
辻
岩
崎
児
章
ク
ラ
ブ

zB
aa霊
視
務
一
・
治
省
－

k

f
a
j
f
r悶
d
Mvthvf

．
r

一・

＼

熱
気
を
帯
び
る

m

l
各
地
？
栄
3
1
1川

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

大

会

…

朝
日
町
で
は、

乙
と
し
か
ら
、
総
合
的

六
十
ニ
チ
l
ム

が
参

加

仰
な
成
人
病

〈循
環
器
〉
検
診
を
は
じ
め

Mnし
た
健
康
づ
く
り
活
動
を
進
め
て
お

η

七
月
か
ら
始
ま
っ
た
第
一．
凶
町
内
刈
飢

ル
こ
例

ま
す
が
、
特
に
、

「
健
康
」
に
倣
も
密
協同

ソ
フ
ト
ボ
l
w
大
会
は
、
連
日
の
好
天’
V
伸

恵
ま
れ
、
順
調
に
試
合
が
進
み
い
よ
い
よ
仰

な
関
係
に
あ
る
「
食
生
活
」
の
笠
智
普
及

二
回
戦
に
突
入
し
、
ま
す
ま
す
熱
気
を
廿
w
m
活
動
を
重
点
的
に
、
農
業
改
良
普
及
所
や

び
て
き
ま
し
た
。

仇
農
協
と
連
鰐
し
な
が
ら
、
全
地
一
双
で
の
昔

夕
涼
み
を
兼
ね
て
の
観
何
者
も
多
く
、

切
及
学
習
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

好
プ
ν

l
、
珍
プ
レ
l
、
沌
f
レ
ー
を
楽
仰

｜
｜
I
l
ll
i－

－

－

－

し
ん
で
い
ま
す
。

七

時

ー
峰

崎

直

県

下

の

球

技

大

会

…

宮
崎
、
南
似
地
区
の
財
人
ゑ
み
に
、

川
栄
養
の
基
関
知
識
か
ら
応
用
ま
で
の
系
絞

朝

日

町

で

ω
学
明
白
を
年
十
閥
、
ニ
カ
作
継
続
で
災
施
＼

笹
山
県
市
町
村
織
白
球
技
卜〈
会
、
山
川
山

似
凶
十
時
川
以
仁
修
了
者
は
食
作
活
改
普
他

県
体
育
指
導
委
員
滋
妓
卜
人
た
は
そ
れ
ぞ
れ

ι
進
指
，付
員
と
し
て
奈
川
糊
さ
れ
ま
す
。

八
月
二
十
六

t
二
十
じ
U
、
九
月
一．．
 

U
に

川

当
町
総
合
体
育
館
を
小
心
に
削
似
さ
れ
ま
仰

す。

問

組
日
は
い
す
れ
も
バ
レ
i
ぶ
l
w
、
ソ
ゆ

フ
ト
ボ
l

w
、
山
刷
版
の
一
九
州
け
で
す
が
、
問

特
に
駿
一
員
球
筏
大
会
で
は
パ

ν
1
J小
l
w

…

の
部
で
は
朝
日
町
が
過
去
じ
凶
俊
勝
し
て
叫

お
り
昨
年
に
続
く
連
制
を
H
ざ
し
、
ル
外
向

指
導
委
員
の
球
技
火
会
で
は
ド
新
川
邸
チ

ー
ム
が
ソ
フ
ト
ボ
l
w
の
却
で
附
川
U
の

優
勝
を
引
っ
て
い
ま
す
り

マ
高
桜
杯
争
奪

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

会 JPJ
場日

八
月
二
十

H
t
．－
十

一
日

町
民
総
合
グ
一アン
ド

－
t
内
ノ
』

Q
U

(4) 

八
山
町
市
パ
は
い
州
保
地
区
栄
必
教
引
い
V
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あ

ま
す
。こ

れ
を
年
令
断
級
別
に
み
る
と
、
一

一O

代
以
下
が
一
二
人
で
一
九

・
七
%
と
な
っ

て
お
り
、

自
説
者
の
約
五
人
に
一
人
が
一

O
代
、
二
O
代
の
青
少
年
と
な
っ
て
い
ま

す
。
四
O
代
以
下
で
は
二
百
人
、
実
に
阿

一
%
を
占
め
て
い
ま
す
υ

さ
ら
に
、
間
和
四
十
六
年
以
降
じ
年
間

の
男
女
別
内
訳
を
み
る
と
、
則
一一
一
O人、

女
ご
－一人
で
、
男
が
六
九

・
八
%
と
な
っ

て
お
り
、
自
殺
者

一
O人
の
う
ち
七
人
ま

で
が
男
と
な
っ
て
い
ま
す
。

病
苦
や
家
庭
不
和
、

前
相
不
安
な
ど
が

自
殺
の
大
き
な
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
が

い
す
れ
に
し
て
も
、
住
み
良
い
生
活
環
廃

の
は
ず
の
朝
日
町
に
自
殺
者
が
多
い
と
い

う
実
態
を
ど
う
受
け
と
め
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
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同和32草 8II 8 B 

． 傭 3 • ，事使・.可 ・．

自殺による死亡率の織移
( /,I I IO’J人t·J • 

・i:•. 7 

’I! 2褒へ日付

"<I拘II・‘

'II’ 

~I 

，
 

a

・
1
 

計
は

hi
ll
－
げ
は
川
川
市

一女
一

2
2
3
1
1
2
2
一｜

J

3
9
1
1J
山
川
引
制
叫
叶
引
一

め

一上
－計
一3
1引
1

2
1
1
3
一回

附
一耕
一
川
ハ
川
川
川
口

山
一

m一男

1

1

1

2

一

制一
吉

引

け

訓

引

引

制
一
m

M
一羽
一刻
1
1
1川
U
1
1
バ

川引一

割引

一昨
一則
一1
6
1
1
1引
引
け
け
引
ゴ

竺
関
川
川
出
川
一
山

た

一ベ
一女
一

1
2

一

品
医
ゆ
1

1
バ
l
d
l叫
』
」

別
一
昨
一計
一2

1

3

1

1
1
一旦

脚
一崎
市
日
付
川

1
1一日

令

一紅
一問
一

2

1

1

1

一

年
明
司
1
1
1
パ川
I
H
－
－
訂

版

一例
一刊
行

U
N
－－一u

i

制
問
問
粧
劃
一和

繭

一合
1
 ．．
 

，－
 F

．
 

体

力

増

強

キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業

~·· 

前

‘
．
圏
直
圃
園
調
・
圏
直

．．．．． ，
①
食
品
は
セ

ッ氏・
h
度
以
下
で
傑
作
一
m

h

・
開
閉
臨
回
開
聞
園
開

E・

す
る
。

…
…

一

i
l
l
l
i－
－

1
1

①
食
品
の
鮮
度
に
注
し
、
な
る
べ

み

…
食
中
毒
を
な
く
す
る
た
め
に

く
点
た
り
焼
い
た
り
し
て
食
べ

以

保
健
所
事
業
と
し
て
犬
家
庄
一
地
区
で
間

一
危

険

な

と

き

ま

る。

…
仰
設
、
成
人
病
予
防
を
主
題
と
す
る
栄
養
学

一

「

注

喜

」
一
引
出
さ
れ
ま
す

①
調
理
し
た
食
品
は
、
で
き
る
だ
け
以
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

…

う
っ
と
う
し
い
仰
雨
期
も
終
わ
り
、

早

く

食

べ

る

。

み

巡

回

栄

養

指

導

…
い
よ
い
よ
暑
い
以
が
到
来
し
ま
し
た

臨

時

飲

食

店

等

を

広

重

改

良

妥

所

の
1

あ
お
ぞ
ら
号
」

一
が
、
反
は
食
品
衛
生
の
州
か
ら
み
る
と

開

設

す

る

場

合

は

以

に
よ
る
巡
回
指
摘
押

二
十
凶
、
保
健
所
の

一
肢
も
危
険
な
季
節
で
す
ゅ

保

健

所

へ

届

け

出

を

以

「
キ
γ
チ
ン
カ
l
」
九
回
、
町
主
催
の
巡

一

白
山
県
内
で
は
、
過
去
十
年
閥
に
発

縁
日
、
祭
礼
、
各
種
行
事
開
催
臨
時
な

以
回
指
得
一一
．
十
一
一
問
、
計
六
十

一
回
を
各
町

一
生
し
た
食
中
ぷ
は

↑
山ハ五
件
、
う
ち
細

ど

の

限
縦
店
、
菓
子
製
造
業
等
の
宍
－
M
以

内
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

〈
巡
同
日
躍
は

一
随
一
位
食
中
市
出
・

一三一

件
と
、
毎
年
十
数
販
売
や
学
校
で
の
パ
ザ
l
等
で
臨
時
飲

…
…
「
あ
さ
勺
」
診
附〉

食
店
等
を
五
日
間
以
内
に
限
っ
て
，
H
業

・0

な
み
ポ
キ

ッ
，ア
ン
カ
ー
、
町
主
催
の
wm
…

一
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

・i

一

一
仰

さ
れ
る
場
合
は
、
臨
時
飲
食
U
の
開
設

二

回
指
川
？
に
は
、
朝
日
町
食
生
活
改
普
推
進

…
の
七
五
%
に
あ
た
る
九
八
糾
カ
七
月

t
地
を
管
制
す
る
保
健
所
長
に
d
7
Uる

万

指
弾
口
が
補
助
ぬ
と
し
て
協
－
M
し
て
お
ら

～
九
月
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

乙
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
引
1
u
m組

……

れ
ま
す
。

一

そ
乙
で
、
富
山
県
で
は
、
食
中
山
僧
官
僚
行
療
に
際
し
次
の
事
例
の
飲
食
物
を
提

Z

－
T
ー
もU
輔
副
慣
開

ι

・
l
h
r

…
放
を
少
し
で
も
減
少
さ
せ
る
た
め
、
細
供
さ
れ
る
容
は
、
事
前
に
保
健
所
へ

Z

由

一

↑

命

脳

盲

プ

島
園
町

一
磁
性
食
中
穫
が
発
生
し
や
す
い
状
態
の
連
総
し
、
所
定
の
手
続
き
を
し
て
際
識

二

回

目

一

－
－
－
a
r
L田
圃
周

…
習

に

、
「
食
中
毒
注
意
報
」
を
発
し

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

…

2
2
4推
剛
口
約
4咽
才

一
て
、
一
般
県
民
及
び
関
係
業
界
に
食
品

〈

臨
時
飲
食
事
の
喜
い
品
目
の

一例

面

軍

基

．

盈

噴

宮

川
九

一
の
調
理
、
保
存
等
衛
生
的
な
取
締m
い
に

範
囲

v

Z

噂

4
・

4a

‘iu弓
S民
一

一
関
す
る
注
意
を
促
す
ζ

と
に
な
り
ま
し

飲
食
店
営
集

広

岡
一
一
圃

網

針

F
一一
臥
・
・

一
た
o

当語録せ川町川旬
以
lz
z附
－d

ゴ
〆

ザ

「

注
意
報
」
は
、
①
気
温
が
セ
ッ
氏

柿
・

a
E’

r

回
・
F

j
w

h

い
か
焼
、
お
好
み
焼
、
た
と
焼
き

Z

l

－F
園
田
E
La

’h
h

一
二
五
度
以
上
、

＝一
O
度
未
満
で
、
湿

度

ホ

ッ

ト

ド

ッ
グ
等

ω

噂
司
寸
同
M
VJ句
‘

一
八
O
%
以
上
の
状
態
が
六
時
間
程
度
継

喫

茶

店
一曾
織

広

岡
国
・
勺

凡
埼

l

恥
損

…
続
す
る
と
予
想
さ
れ
る
と
き
、
①
セ
ッ
飲
幽
軒
、
か
さ
氷
、
ぜ
ん
ざ
い
、
お
し

以

圃
園
田

F
F
トレ
1
－

z
u

i

一
氏
気
温
が
三
O
度
以
上
で
、
限
度
が
七
る
こ
文
は
こ
れ
に
類
す
る
物
の

（た

一
m

曙
7
1
14
E白
F
圃
・
岡
1
、

し

一
O
%
以
上
の
状
態
が
六
時
間
程
度
継
続
だ
し
、
あ
ず
き
文
一
は
ミ
ル
ク
を
使
用

以

唱

、

w圃
・
・
・
冨
男

－
一

一
す
る
と
予
想
さ
れ
る
と
き
に
、

総
合
的
す
る
か
き
氷
は
不
可）

Z
i
’噌
，
a」
E
4

・g議

…
に
勘
案
し
吋
発
令
さ
れ
る
ζ
と
に
な
っ

業
抑
制

鵠

で
加
熱
処
理
さ
れ
た
物
。

以

食
生
活
改
善
推
進
一
員
を

一
て
い
ま
す

今
川
焼
、
た
い
焼
、

ヵ
ス
テ
ヲ
焼

以

中

心

と

す

る

｝

注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き
は
、

一

J

日

等

以

地

区

で

の

自

主

活

動

般
家
庭
の
み
な
さ
ん
に
は
、

テ
レ
ピ
、

ア
イ
ス
ク
リ
l
剣
創
造
集

ー仰

ラ
ジ
オ
、
新
聞
の
報
道
機
関
を
通
じ
て
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

仰

食
生
活
改
智
雄
進
指
揮
闘
の
い
る
泊
、

知
ら
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
と
き
は
、
特

凱
頬
販
売
集

m

五
箇
庄
、

野
中
、
蛭
谷
地
区
で
は
、
婦
人

注

寄

仰

会

と

一

体

と

な

っ

た

地
区
ぐ
る
み
の
自
＋

問
栄
養
学
習
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

(5) 
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4‘’ I>毛’.. 1ペ11 



国

民

年

金

Ill Ill 5 3年 8 月 1＼）日
月刊〈毎月 10日 宛 f'r).

福
祉
年
金
を
受
け
と
っ
た
ら

郵
便
局
の
窓
口
へ

証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

八
月
十
一
日
か
ら
、
八
月
支
払
分
（
問

月
か
ら
七
月
ま
で
の
問
カ
月
分
）
の
福
祉

年
金
が
支
払
い
さ
れ
ま
す
。

該
当
の
万
は
、
八
月
の
支
払
い
を
受
け

た
ら
、
す
ぐ
年
金
証
欝
を
郵
便
局
の
窓
円

へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
〈
役
織
か
ら
各
郵

便
局
へ
お
願
い
し
て
あ
り
ま
す
。
）

提
出
さ
れ
た
証
苫
は
八
月
分
か
ら
匁
年

の
七
月
分
ま
で
の

一
ヶ
年
間
の
支
払
い
金

額
を
記
入
し
て
再
び
円
織
に
お
返
し
い
た

し
ま
す
。

役
渇
で
は
、
引
航
き
年
金
を
受
け
る
こ

と
の
で
き
る
万
に
つ
い
て
、
は
が
主
で
作
小

金
証
停
の
お
返
し
の
策
内
を
い
た
し
ま

す。
年
金
証
書
の
挺
山
が
あ
り
ま
せ
ん
と
、

つ
ぎ
の
十
一
月
十
一
日
の
支
払
日
に
、
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
川
米
ま
せ
ん
か
ら
と

注
意
く
だ
さ
い
。

• 2 7 6’ ひさあ報広

処
出
年
金
の
特
例
納
付

国
民
年
金
に
強
制
加
入
で
あ

っ
た
方

由
民
年
金
に
強
制
加
入
の
方

昭ぬ32年 8月8日
．鱒 3..使・g珂

も
う

一
度、

L
十
六
年
の
嗣
民
年
金
が

始
ま
っ
た
当
時
（
ま
た
は
加
入
九
時
〉
か

ら
保
険
料
が
現
在
ま
で
き
ち
ん
と
納
め
て

あ
る
か
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
国
民
年
金
に
加
入
も
れ
の
四
日
さ

ん
も
、
乙
の
畿
会
に
加
入
を
し
て
保
険
料

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ま
し
ょ
う
リ

保
険
料
は

一
ヶ
月
間、

0
0
0川
の
川

合
で
、
納
付
を
必
ず
る
川
数
分
を
納
め
る

し

こ
と
が
出
来
ま
す
の

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
地

区
間
氏
年
金
委
員
さ
ん
に
と
相
談
く
だ
さ

、。
－U

・国
民
年
金
係

二
九
）

（宮
一六｜

二

O
O内
線

農
業
年
金
か
ら
お
知
ら
せ

時
効
に
な

っ
た
朱
加
入
者
に

教
済
指
置
が
で
き
ま
し
た

農
業
者
年
金
は
、
す
で
に
経
営
移
譲
年

金
の
支
給
も
始
ま
り
、
加
入
者
も
相
当
数

に
達
し
て
お
り
ま
す
。

と
の
農
業
者
年
金
の
加
入
資
格
と
し
て

大
正
五
年

一
月
以
降
に
生
ま
れ
た
国
民
年

金
加
入
者
で
、
五

0
ア
ー
ル
以
上
の
農
業

経
営
主
は
当
然
加
入
と
し
て
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
資
絡
を
有
し
て
い
な
が

ら
、
今
だ
に
未
加
入
で
昭
和
十
一
年
以
前

に
生
ま
れ
た
人
は
、

時
効
に
よ
り
加
入
で

き
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
た
び
康
纂
者
年
金
制
度

の
一
語
改
正
が
行
わ
れ
、
時
効
完
成
保
険

料
の
特
例
納
付
を
す
る
乙
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
昭
和
五
ト
四
年
十
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
聞
に
、
時
効
に
な
っ
た
保
険

料
を

一
ヶ
月
に
つ
き
一一
．山ハ
の
ハ
J

円
の
割
合

で
納
め
れ
ば
、
人
，
か
ら
で
も
加
入
し
て
年

金
を
も
ら
う
・
」
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
ζ
の
特
例
納
付
は
、
す
で
に
加

入
し
て
い
る
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
保
険

料
を
鍋
げ
忘
れ
て
い
て
時
効
に
な
っ
た
期

間
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
の

な
お
、
く
わ
し
く
は
朝
日
町
－m黛
寮
員

会

（電
億
三
｜

一一

O
O
〉
又
は
各
島
協

（支
所
』
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

軍

思

連

盟

朝
日
町
支
部
か
ら
お
知
ら
せ

原
則
瓜
連
盟
で
は
、
旧
別
人
恩
給
の
向
上

を
図
る
た
め
結
成
以
来
満
二
十
五
年
目
を

迎
え
、
日
頃
か
ら
遊
突
に
運
動
を
展
開
し

と
れ
を
中
央
に
反
映
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

五
十
三
年
度
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え

ず
。ω

紙
給

m額
の
改
定
証
世
田
は
十
月
の
支

給
日
ま
で
に
お
手
も
と
に
印
刷
く
見
込
み

で
す
。

ω
一
時
金
の
支
給
を
受
げ
ら
れ
ま
す
。

旧
怨
人
と
し
て
の
勤
務
年
数
が
合
わ

せ
て
三
年
以
上
に
な
る
方
で
、
今
ま
で

に
恩
給
や
共
済
年
金
な
ど
を
受
け
た
こ

と
の
な
い
方
に

一
万
五
千
円
の

一
時
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
N

は
九
月

日
日
よ
り
請
求
手
続
き
を
し
て

下
さ
い
。

ゆ

一
時
恩
給
未
請
求
者
は
今
す
ぐ
請
求

手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

該
当
さ
れ
る
万
で
米
だ
請
求
し
て
お

ら
れ
な
い
方
は
手
続
き
を
急
が
れ
ま
せ

ん
と
昭
和
五
十
三
年
九
月
三
十
日
で
時

効
に
な
り
ま
す
。

以
上
の
請
求
手
続
き
や
問
い
合
わ
せ

は
、
役
場
住
民
課
又
は
蚊
窃
り
の
分
会
移

務
局
ま
で
お
た
す
ね
下
さ
い。

＠
分
会
事
務
局

大
平
分
会

協
党

h
q

宮
崎
。

笹
川
hq

泊

。

五
ケ
庄
hq

耐
保
。

大
家
庄
。

山
崎
。

削
似
建
徳
光

中

村

繁

知

助

松

小

林

一

矢

島

端

正

夫

上

野

万

之

大

森

町

二

川

上

科

一一

次

野

久

鈍

くは建で茸町 斜候 去っ 日そた
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国
民
年
金

還
元
融
資
で

診
療

医

療

器

具

充

実

ル
ソ
ア
イ
パ
ー
ス
コ
ー
プ
t

や
「
移
動
用

X
線
装
櫨
」
の
ほ
か
十

一
川山一
闘
の
医
療
横

犯
を
購
入
し
ま
し
た
。

乙
の
綴
犯
の
飾
付
け
に
よ
っ
て
向
や
そ

の
ほ
か
い
ろ
い
ろ
な
病
対
の
治
療
に
対
し

て
戚
刀
を
発
障
す
る
と
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
泊
病
院
で
は
入
院
患
考
の
安
全

と
病
院
の
財
産
を
守
る
た
め
、
閉
じ
く
国

民
年
金
還
元
厳
資
に
よ
っ
て
先
般
か
ら
防

災
以
訓
工
事
が
行
わ
れ
、
州
山
畑
知
絡
が
取

り
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

町
立
泊
病
院
で
は
、
診
附
刷
機
能
の
効
本

化
と
向
上
を
閲
る
た
め
、
こ
の
た
び
出
民

年
金
の
還
元
融
資
を
受
け

12
チ
ャ
ン
ー
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主 最新式胃カメラ I 
2チャンネル

i ファイバースコープとは さ

~ 胃カメラは、胃の病気を直接のぞいて診断 E
Eするものですが、診断技術が高度化し、厳近 i
Zでは宵の病気の一郎をカジリ I取って顕微鏡で i
i調べる猿！置のついたものが.FJUI：では広く使わ i
iれるようになった。 ミ
ー しかしとの装慨が一例だけでは、人Ill!にた；

Zとえるとn腕だけで仕事をするようなもの i
Eで、乙の装置を2個にすることで仕事の範川 i
i を広大する乙とに成功したのがこの新しい＼~~ ~ 
iカメラである。 ~ 

一つの胃カメ ラで病衰をはさみ、他の一つ i
zの装置でそれをωり取るζ とができます0 ． 
~ 今まで手術によってしかlfllるζ とのできな 5
3かった「胃ポリープ_J 〈良性11市街）を簡単に E
言 ~IJ除でき、また、 時的掛から出血を一つで州1 ~ 
3ぇ、他の一つで電気凝固して止めるζともで i
Eきるし、聞の中に入った異物も 2例の波留で i~ 
i取り出せるようになった。 ー
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八叩
hr
点
パ
は
移
動
朋
X
線
技
置

V

バ消
防
署
だ
掛
か
一

台
風
シ
ー
ズ
ン
と

火
災
予
防

乙
れ
か
ら
台
風
ジ
l
ズ
ン
を
迎
え
ま
す

が
、
台
風
通
過
時
に
は
兆
陵
地
方
特
有
の

フ
ェ
ー
ン
現
象
に
よ
り
空
気
が
乾
保
し
て

火
災
が
発
生
し
ま
す
と
、
大
火
に
な
り
や

す
い
気
象
条
件
と
な
り
ま
す
の
で
充
分
注

意
し
て
下
さ
い
。

ま
た
台
風
が
近
づ
い
た
ら
、
ラ
ジ
オ
、

テ
レ
ビ
等
の
気
象
情
報
に
注
意
し
て
と
ろ

ば
ぬ
先
の
準
備
を
お
こ
た
ら
な
い
よ
う
特

に
次
の
と
と
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

ωた
き
火
等
は
ぷ
を
か
け
て
完
全
に
消
火

す
る
と
と
。

ω崖
外
で
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
ζ
と
。

ゆ
食
事
の
準
備
は
早
闘
に
行
な
い
、
台
風

通
過
時
に
は
火
を
使
用
し
な
い
と
と
。

ω建
物
の
補
強
を
す
る
と
と
も
大
切
で
す

が
、
屋
外
の
電
灯
や
引
込
線
が
切
れ
て

い
な
い
か
、
ど
と
か
に
触
れ
て
い
な
い

か
点
検
し
て
お
く
乙
と
。

間
懐
中
電
灯
や
、
で
き
れ
ば
ト
ヲ
ン
ジ
ス

タ
l
ラ
ジ
オ
も
準
備
し
て
停
電
に
備
え

る
こ
と
。

附
万

一
に
備
え
て
食
料
、
飲
料
水
、
灘
難

す
る
と
き
の
服
装
、
は
き
も
の
等
を
慾

備
し
て
お
く
こ
と
。

税

今
月
の
町
税

町
県
民
税
（第
二
期
分
〉

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

務

:i* 
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工事費 358万円
工期 6月30日～8月25日
延長 400m

。j体道槻山線改良工事

工事費 2187万円
工期 7月1日～9月30円
延長 648m

〈〉公衆便所設置工事（境）

工事費 150万円
:i: .WJ 7月1日～7月30日
出 制 1s.9m

。総合グランド環境幣備工事

工事費 148万円
7じ j別 7月2日～8月21日

。農村総合繋備モデノレ事業

人’d連知道第2号舗装士事 ()I：ノ円）
工事費 520万円
工 期 7月20日～9月30日
延以叩gm

〈〉附和53年度非備助農道盤備事業

＂ 大家庄第4号舗装工事 <JI＇・ノ ~I)
工事資 230万円
l：期 7月20円～9月30「！
延民 249m

司．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

工事費 421万円
工期 6月30日～8月31日
延長 446m

ω五ケ庄3号（月山）

工事費 645万円
工 期 6月30日～8月3tn
延長 903m

の .Ji.ケ庄1.2号〈赤Jtl)

I：事費 690万円
工期 6月30日～8月31日
延 長 694.9m

。柳問～学校線アスファ／レ I・制策工事

工事費 700万円
工 期 6月30日～9月10日
延長 573・1

〈〉太家庄斉単詰線アスフ 7 ！レI・制装Tす~ 

工事費 189万円
工 期 6月30日～8月10「｜
延長 283.Sm

。太平餌止似アスフ 7／レト柿訟で・H
~ I ：事費 192)jlリ
じ則 6月30円～8月ion
延長 229m

。農村総合格備モデfレ事業

。 £1!i益第39号制~· l：事 （月111)

町営工事入礼状況
- 10 0万円以上一－

O林道成山線側溝改良工事

工事費 688万円
工期 6月30日～10月10日
延長 847.6m

。泊～桜町線舗装新設工事

工事費 834万円
］：期 6月30日～8月30日
延長 320m rJJ員 tom

O昭和53年度非繍助農道殺備事業

。大家庄910号 （下山新）

工.貨 1141万円
工期 6月30日～8月31Fl 
延長 1134.5悦

。大家庄811号（下山新）

工事費 582万円
工 期 6月30日～8月31円
延長 545.7m 

ω大家庄7号（下山新）

工事費 634万円
工期 6月30日～8月31B
延長 614.2m

ω大家庄5.6号（金ill)
唱

l
n
J
ι
n
ヨ
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三 年 織 だ仁攻 叙 て苦 しあガ ガ屡 だ富弥賀 f『？ 川門 1
三 頃 11 明 ，‘て（~ 、 えそ爽；にまる十そ合 鮫ここい五漕「 lけ七 組I<I 
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の

8月（葉

8月の異名
取月
脈去月

女郎花月

秋風月

月見月
8 月 の
ゆり
純潔と温和

こよ み

6日原爆記念日

8目立秋
9日原爆記念日

13日 精霊迎え
15日終戦記念日

18日秀吉忌
24日処暑

づB

月〉

花

富
山
県
最
低
賃
金
が

決
め
ら
れ
て
い
ま
ナ
。

最
低
賃
金
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

県
内
の
募
集
所
で
脳
期
さ
れ
る
全
労
働

者
に
適
用
さ
れ
る

「舘
山
県
級
低
賃
金
」

は
昨
年
間
月
羽
目
よ
り
1
日
2
千
れ
円
〈

1
時
間
加
円
）
と
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

使
用
者
は
、
老
若
男
女
を
関
わ
す
す
べ

て
の
労
働
者
に
ζ

の
厳
低
賃
金
額
以
上
の

賃
金
を
支
払
わ
忽
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
の
ほ
か
、

「産
業
別
級
低
賃
金
」
が

7
業
着
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
電
気
績
械
機
具
製
造
業
に

係
る
業
務
に
つ
い
て
は
、
ー
目
、

2
千
州

問
、
（

一
時
間
制
円
〉
、
産
業
別
援
低
賃

金
の
飯
高
は
、
極
械
金
属
製
品
製
造
業
に

係
る
！
日
、

2
千
瑚
円
（
一
時
間
抑
円
〉

f呼3て玖 ,,_ , ..... 

相談ごとご案内

政

時 毎月第 1火曜日

午前10時～午後3時

編 所 朝日町福祉セ ンター

相談員川上第一 （密3-0050)

絞相ム行

日

一
佃
恵
志
（
南
保
）
・
広
川
千
秋

（尚
婦

一
）
・
荒
川
慶
子
（
平
柳
〉
・
小
体
樹
子

一

（
平
柳
〉
・
来
上
戊
夫
〈
大
平
）

・L
L

一
一
符
澄
子

〈殿
町〉

・
竹
中
千
此
（
溢
下

一
）
・
佐
渡
秀
勝
（
荒
川
）

・
陶
部
松
mH

一

（桜
町
）
・

河
村
成
子
〈
平
柳
〉
・
来

一
上
寅
子
〈
大
平
〉

・
線
法
息
子
〈
大
W
T

一
〉

・
柳
下
緩
和
（
平
柳
）
・
谷
口
利
子

、J愛の献血ノ

協力者芳名－6月実鎗分一

今日の献血が

あすのあなたを

｛呆防ナる

と
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

決
定
さ
れ
て
い
る
段
低
賃
金
は
法
律
で

規
制
さ
れ
て
お
り
、

地
低
賃
金
木
満
の
賃

ム人権法律相 談

時 8月22日 ω
午後 1時～午後4時
朝日町福祉センター

人権療護委員
上回憲二 くぎ2-0127)
在国佑芳〈舎2-2164)
小沢浩〈舎3-3000)

ム心配ごと 相 談

l時毎週火曜日
午前10時～午後3時

所朝日町福もll:センター
〈倉3-0576)

日

A儀 所
相談員

El 

唱

l
q
u
n
U

〈
平
柳
〉

・
大
平
万
寿
美
（
宮
崎
〉

・
…

背
木
清

一
〈泊〉

・
水
島
道
成
〈
涜
〉

一

・
綬
建
康
信
（
横
尾
）

・
氷
見
透
（
本

一

町）

・
水
野
利
得
（
山
崎
〉

・
神
谷
喜

一

子
（
平
柳
）
・
扇
谷
孝
好
（
宮
崎
）
・
目

黒
原
智
恵
（
平
初
）
・
野
田
広
宜
〈
富

一

崎〉

・
坂
東
美
智
子
（
繍
尾〉

・
青
島

一

的
子
（
山
崎
）
・
更
回
洋
子
（
南
保
〉

…

・
野
口
利
恵
子
〈
清
水
町
）

・
竹
内
秀

一

孝
（
飯
川
）

・
大
森
伊
作
（
長
野
〉

…

米
沢
之
彦
（
宮
崎
〉
・
小
桜
三
千
子
〈

…

平
柳
）

・
河
村
景
子
（
平
柳
）

・
米
沢

一

率
一ぺ
〈
沼
保
）

・
谷
口
消

一
〈
蛭
谷
）

一

・
水
島
洋

一
〈平
柳
）
・
門
U
俊
明
（

一

旭
ケ
丘
〉

・
安
述
慎
吾
（
山
崎
）

・
上

一

不
良
雄
（
山
崎
〉
・石
倉
和
代

（
本
町
）

…

{8) 

〈
凶
十
人
）

金
で
労
働
者
を
刷
用
し
て
い
ま
す
と
、

効

方
発
生
自
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
い
を
命

ぜ
ら
れ
ま
す
。

品働

ム交通事故巡回相該

①日時 第 1.第3月曜日

午前10時～午後3時
場所黒部市中央公民館

①日時 第 1.第3水曜日

午前10時～午後3時

溺所県魚津総合庁舎内

魚津地方県民相談室
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町
政
懇
談
会
が

聞
か
れ
ま
す

（南
保
地
区
〉

き

8
月
同
日

（合）

h
l
bE

l
i

－f
n
U
、r
hふ

2

A
1令
官
4
1
U和
勺
J
J
J
d山・レ

と
こ
ろ
南
保
公
民
館

（
中
山
〈
農
協
陶
保
文
所
内
〉

恕
ぷ
会
川
町
政
全
般
に
つ
い
で

間
質
経
応
符

他
市
保
公
民
館

と

鰐 27 5号

主

ひさ

朝
日
町
善
意
銀
行

マ
荒
川
術
関
与
三
次
さ
ん
よ
り
、
悠
人

中
川
し
げ
さ
ん
の
命
日
に
そ
の
ご
日
絡
を

祈
念
し
て
と
一
万
円

マ
映
画
「
速
い

一
本
の
道
」
上
映
笑
行
委

員
会
よ
り
恵
ま
れ
な
い
人
々
に
と
七
万
円

マ
宮
山
県
移
動
商
業
組
合
よ
り
福
祉
事
業

に
と
一
万
円

マ
松
涛
町
金
井
真
さ
ん
よ
り
め
得
物
報

労
金
を

一
千
円

マ
道
下
越
沢
希
彦
さ
ん
よ
り
亡
ほ
し
き

さ
ん
の
供
養
の
た
め
、
符
州
問
返
し
の

一
部

十
万
円

マ

南

保

大
森
昭
四
郎
さ
ん
よ
り
亡

χ秀

太
郎
さ
ん
の
供
養
の
た
め
百
山
間
返
し
の
一

部
十
万
円

マ
道
下
と
く
名

円
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衣
類
十
四
点
と
五
百

マ
月
山
と
く
名

千
二
百
九
十
五
円

一
円
五
円
行
制
限
を

一

新
着
図
書
案
内

日
朝
日
町
立
中
央
図
書
館
H

一
一般
図
・

日
本
の
占
拠
井
原
内
館
長
谷
川

日
本
を
削
っ
た
人
々
千
利
休

似

合

幼

夫

明
治
ぃ
〈
正
問
品
九
州
似
閉
伴
彦
鍋

隣
元
の
わ
が
吹
い
利
治
細
川
降
元

火
と
主
の
た
め
の
老
年
学
火
野
必

6
緩

ま

で

に

仰

ば

す

阿

部

進

人
間
ゲ
ー
テ
（
れ
波
新
宮
）
小
川
ボ
浩

紅
刷
ゆ
る
（
岩
波
新
怠
）
土
制
祝
郎

宇
宙
空
間
へ
の
招
待

凶

山

鰐

弘

萌
の
体
燥
第
6
相

次

多

訓

練

あ
な
た
の
犬
に
鮮
を
つ
け
る
本内心

一

YNmm

山
が
そ
乙
に
あ
る
か
ら
田
中
澄
江

宗
教
は
生
き
て

い

る

毎

日
新
聞
社
編

六
法
全
書
問
和
五
十
三
年
版
有
斐
閣

越

中

郷

土

山

林

喜

太

郎

火

の

航

跡

平

岩

弓
校

慶

す

れ

ど

ひ

と

り

滋

合

恵

子

息
怖
の
い
な
い
八
月

小

林

久

三

冷
厳
庫
よ
り
涯
を
こ
め
て
阿
刀
町
高

致

死

海

流

森

村

誠

一

風

紋

松

本

清

張

犬

術

開

村

舟

行

乙

乙

ろ

蜜

り

市

川

町例

型

一

中
年
ち
ゃ
ら
ん
ぽ
ら
ん
凶
辺
聖
子

公

園

通

り

の

午

後

渡

辺

淳

一

ソ

フ

ィ

ア

の

秋

玉

木

質

之

英

般

に

っ

ぽ

ん

池

波

正

太

郎

否

ん

だ

患

開

小

桃

久

三

火

の

鈴

小

林

久

三

手
づ
く
り
の
絵
ポ

手
づ
く
り
の
絵
本

~J. ・ / 
b、メ

ぐ ~1

MEる ’
み｜‘

:m !fv1 
物

tJ: 

児

書
展
．

デ
ィ
ズ
ニ
ー
名
作
絵
活
却
附

講

談

社

ノ
ン
タ
ン
あ
そ
ぼ
う
よ

5
冊
大
友
康
旺

強

本
を
読
む
子
ど
も
大
会

日
時
九
月
十
心
ハ
日
（
土
）

午
後

一
時
三
十
分

t
二
時

と
ζ
ろ
朝
日
町
立
山
中
山
火
問
機
館

プ
ロ
グ
ラ
ム

影

絵
紙
之
川

人
形
刷

ゲ
ー
ム

山山

。
資
絡
、

年
齢

・
警
察
官

B

昭
和
お
年
4
月
2
日
か
ら
悶
和
お

年
4
月
l
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男

子
。
た
だ
し
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
）

を
獄
中
策
し
た
者
文
は
昭
和
M
年
3

月
末
ま
で
に
獄
中
業
阿
見
込
み
の
者
を

除
く
。

・
婦
人
警
察
官

昭
和
泊
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
お

年
4
月
！
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
友

子。

。
受
付昭

和
臼
年
9
月
1
日
（
金
）
か
ら

岡
和
臼
年
9
月
初
日
（
土
）
ま
で

⑥
第
一
次
試
験

・
日
時
、
回初所

昭
和
日
年
叩
月

n
H
（日
）

白
山
中
部
高
等
乍
絞

－
刀

法
。
教
益
試
験
〈
シ

a
l
ト
ア

－J
リ
l

．h
O
問
）

。
作
文
誠
験

。
身
体
検
夜

。
体
刀
検
査

。
そ
の
他く

わ
し
い
乙
と
は
、
人
駒
市
川
鰐
照
明

（
川
話

O
七
六
五

O
l－
－

o〉

ま
た
は
胡
日
町
鰐
山町
山
口
派
山
一
山

（屯
話
①
0
4
3
0）
、
恥
花
所

へ
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ぉ
~ 

t旨で
《た
~~ 
4弘

（
昭
和
日
年
7
月
白
日
現
在
）

お
す
こ
や
か
に

（
赤
ち
ゃ
ん
縫
生
）

越長 赤旗 綾旭川中下荒消大笹
ケケ迫泊川水

野 川 野町 丘丘下下 三 町出川

刷

内

総

附

糠

沢

組

作

山

田

技

光

大
西
約
三
縫

M

倒
木
田
雄

長

弁

綱

則

松
問

機

久

江
端
久
世
段

南

茂

常

人

商

品

股

附

付

什

広

美

制

日

近

綴

徳

永

久
保
田
利
彦

長良 二二 長良 二二 長長長長 二
リjリj~j ~j リj 女 t;_· リj リ｝女別リj I,( 

純諭光俊mH 
友

利

縮
刷
克
子

山
町

山

Mm”vs 
A
V
A
 

mM 
秀勝

Jlt殿
Jll 
新 rur

1I1 !JU 
:JI：熊

,If: fill 
犬 ・

~1長
男 児

。，胎 1下

治 ー

お
し
あ
わ
せ
に

O
擁愛

知

県

O
日

東

町

北

海

道

O
辻

白

崎

愛

知

県

O
柳

閉
約
4
7
旧
対

O
術

水
人

道

町

野川I~点搬干 i ?I笹沢塚 7.1<
占

収納柿森川同村間本烏

お
く
や
み

苔

O
境

O
廃

O
東
三
浦

O
西
三
浦

O
幸

町

O
清
水
町

O
東
蕊
野

O
阿

町

O
沼

保

O
荒
川
三

O
上
泊
下

O
平
柳

一

O
加
ケ
庇

O
月

山

O
商

品

O
日

畠

O
商

品

。
殿

町

O
舟
川
新

O
舟
川
新

夫仁一 明久剰リ

結

婚

J11 {, f向し :Nr・L知｜場倣
代 づ

了.,If: 'k修 f・，（；II了.J:.t干雌

死

亡
）

問
中
繁
次
郎
〈
釘
）

水

島

ハ

ル

（

η）

回

中

宗

一
（引）

東
崎
幸
治
〈
刊
）

石

田

文

（

臼
）

上

沢

一
茂
（
O
）

渡

辺

つ

や

（

臼

）

高
木
ふ
て
（
幻
）

大

村

よ

ね

（位
〉

積

符

み

よ

〈的〉

越

沢

し

さ

（乃
〉

谷
口
秀
雄
（
臼
〉

勝
回
出
版

一
〈
臼
）

中
山
崎
っ
か
（
刊
）

消

水

元

次

（

M
）

大
森
秀
太
郎
〈
引
）

長
谷
き
く
（
訂
〉

本

田

栄

作

（刊
〉

岡
田
庄
作
（
臼
）

山
崎
ぬ
い
ま
（
刊
〉

(9) 
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いみ？必ζなの保健コ （決められた日時に受けられない方は1
最寄りの会場で受けてください． ／ 

く8 月〉

事 業 ｜対象者 i叫 時刻 j会

母 ｜母親 字 級 ｜妊婦 会員 i23(7J<) I鴻寸：ooI.福祉センター｜金 地

子 i3か月ー児ー時診 ！s s:. ~月ぞ1 31 ＜本）ifお～叫船ii：セル｜余 地

保 ｜股関節脱臼検査is 53. 5月 生 131 c木） ｜鴻～3:00I 泊病院 ｜全 地 区
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